
氏名

ﾔﾏｸﾞﾁ ｶｽﾞﾉﾘ 所属 分野

職名 教授

最終学歴 学位

学科・院の別

単位 1.0 時間 時間

単位 30.0 時間 時間

単位 30.0 時間 時間

単位 60.0 時間 時間

単位 時間 時間

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

産学官連携 可
能 ・ 希 望 分 野

産学官連携実績 （主
要 ３ 件 ）

大学運営における主な役
職履歴（過去 5年間）

（著書・発表論文等）

（ 主 要 ５ 編 ）

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本矯正歯科学会、アメリカ矯正歯科学会(American	
 Association	
 of	
 Orthodontist)、Angle	
 Society	
 of
Orthodontists,World	
 Federation	
 of	
 Orthodontists

山口和憲,	
 実験的口呼吸が歯列咬合、顔面骨の形態形成に与える影響について,	
 日矯歯誌，39・1・24-45・1980

Kazunori	
 Yamaguchi.	
 Ram	
 S.	
 Nanda	
 ，Effect	
 of	
 orthodontic	
 force	
 on	
 blood	
 flow	
 in	
 human	
 gingiva　Angle
Orthodontists　61・3・193-203・1991

Kazunori	
 Yamaguchi,	
 Ram	
 S.	
 Nanda,Joydeep	
 Ghosh,	
 Kazuo	
 Tanne　Morphological	
 differences	
 in	
 individuals	
 with	
 lip
competence	
 and	
 incompetencebased	
 on	
 electromyographic	
 diagnosis　J	
 Oral	
 Rehabil　27:	
 893-	
 901,	
 2000

Sachiko	
 Fujimoto,	
 Kazunori	
 Yamaguchi	
 and	
 Kaori	
 Gunjigake,	
 Clinical	
 estimation	
 of	
 mouth	
 breathing．Am	
 J	
 Orthod
Dentofac	
 Orthop．136:630.e1-630.e7,	
 2009.

研 究 業 績

N.	
 MASUMOTO,	
 K.	
 YAMAGUCHI	
 &	
 S.	
 FUJIMOTO．Daily	
 chewing	
 gum	
 exercise	
 for	
 stabilizing	
 the	
 vertical	
 occlusion．	
 J
Oral	
 	
 Rehabil．36(12),857-863,2009.

歯科矯正学２講義

歯科矯正学２実習

研 究 分 野 口呼吸と不正咬合，口唇閉鎖機能と矯正治療

研究課題

課題名

(５つまで)

共同研究等の実
績

顎口腔機能矯正学

口呼吸が咀嚼機能を通じて咬合育成に及ぼす影響

キーワード
口呼吸、咬合接触、大臼歯の挺出、咀嚼リズム

広島大学大学院 歯学博士

専 門 分 野 歯科矯正学

実習時間数

山口 和憲

講義時間数

歯学概論ー歯科矯正学

教 育 実 績

担当講義名称 単位数

歯科矯正学１


